
 
 

 

まえばし教育通信 
第 22 号 

令和５年12月号 

12月の教育委員会主な行事予定表  

日付  行事名  場所  担当課  連絡先  

12月3日、

17日 

粕川歴史民俗資料館 

令和５年度秋期企画展関連講座 

北村 厚介氏（中央大学非常勤講師） 

「前橋から川越へ」「川越から再び前橋へ」 

粕川歴史民俗資料館 文化財保護課 280-6511 

12月9日 冬のこどもフェスティバル おはなし会 前橋こども図書館 図書館 230-8833 

12月12日 
市民天文教室 

（ふたご座流星群と惑星を見よう！） 
児童文化センター 教育支援課 224-2548 

12月18日 高校生模擬議会 市議会庁舎議場 前橋高等学校 231-2738 

【終業式の日程】12月22日 市立幼稚園、小・中・特別支援学校・高等学校 終業式 

前橋ロータリークラブと「教育でつなぐ地域連携プログラム」を策定しました  

 前橋市教育委員会は、前橋ロータリークラブの創立７０周年を記念して、同

クラブと協働で「教育でつなぐ地域連携プログラム」を策定しました。 

 このプログラムは、市立学校や公民館等への講師派遣やキャリア教育へご

協力をいただくことにより、本市教育の充実を目指すとともに、本市にゆかりの

ある詩人等の作品を紹介した冊子「郷土前橋の詩歌」のデジタル版の作成に

対してご支援をいただくことで、多くの方が郷土の文化を知り、郷土を誇りに思

う機会の創出に寄与する内容となっています。 

 共助社会の実現、デジタルグリーンシティの推進を目指す前橋ロータリークラ

ブが持つ多様なノウハウや技術をいただきながら、多様な学びを通して、全て

の人が豊かな心を育める学校教育や社会教育の充実を進めていきます。 

担当：教育委員会事務局総務課 連絡先：027-898-5803 

 「郷土前橋の詩歌」とは・・・ 

平成４年度に発行した郷土前

橋が生んだ偉大な詩人の詩を

紹介した冊子 

前橋ロータリークラブ 
× 

前橋市教育委員会 令和５年１１月１１日（土） 前橋ロータリークラブ創立７０周年記念式典 



 

～前橋で学ぶすべての人のために～  

前橋市教育委員会 
発行元：教育委員会事務局総務課 連絡先：027-898-5803  

～教育長の想い 令和５年１１月校長会議  教育長あいさつから～ 

生涯学習課では、「主体的な学び」の継続につながる学習機会の提供や、青少年健全育成活動の充実に

取り組んでいます。 

生涯学習課から  担当： 生涯学習課   連絡先：027-210-2197 

 各中学校の卒業生や公募により選ばれた方々（平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれの方が対象）で構成
される「はたちのつどい企画運営委員会」が企画検討を重ね、当日の式典内容を決定しています。 
 ２０歳となった皆さんの輝かしい門出を心から祝福していただきますようお願いします。 

 下川淵公民館では、正月用のしめ縄づくり講座を長年に渡って開催しており、今年度
も令和5年12月1日（金）、16日（土）の連続講座として開催します。 

■講座は２段階で行います。 
各町の老人クラブの会長さんを対象に、地域にお住いの熟達者が講師となってし

め縄づくりの文化や基礎からの作り方をご指導いただきます。後日、練習を積んだ老
人クラブの会長さんが講師となって小学生や保護者、地域の方にしめ縄づくりを懇切
丁寧に伝授します。 
 
■世代間交流・地域内交流のきっかけに 

本講座の主目的は地域の伝統行事の承継ですが、老人クラブ会長さんに講師に
なってもらうことで、しめ縄づくりを通した世代間交流・地域内交流のきっかけ作りの
役割も担っています。 

しめ縄の準備 

しめ縄づくりの様子 

第一回はたちのつどいの様子 第一回はたちのつどい企画運営委員 

 

はたちのつどい（青少年教育係） 
 

 

しめ縄づくり講座（下川淵公民館） 
 

 今年度の教育懇話会では、PTAの皆さんが、社会の変化にどのように対応していこうかと、戸惑いつつ

も、新しい在り方を模索している姿が印象的でした。 子どもの数の減少は、保護者の減少に繋がっています。

共働き家庭、ひとり親家庭の増加も、役員決めや活動を難しくしています。女性の結婚年齢、出産年齢が上

がり、子育てと介護の期間が重なる人もいます。人生１００年時代、子育てのサポート役として頼ってきた祖父

や祖母にとって、人生の充実した収穫期であり、まだまだやりたいこともあり、孫育てまで引き受けられないと

いう人も少なくありません。 

 これまでの当たり前を見直す時期にきているのは、どの組織も同じですが、その際大事にしたいのは、

Player’s CenteredならぬStudent’s Centeredという考え方で進めていけると良いと思います。

Student’s Firstではなくて、Student’s Centered。子どもを中心に、サポートする人が、関わり合って

互いに成長していけるようなネットワークを学校、PTA、地域がつくれたら良いと考えています。  


